
 

 

【6】持続血糖モニター 

6-1．概略 

 持続血糖モニター（メーカーにより FGM や CGM など略称が異なる）とは、皮

下間質液中のグルコース濃度を連続測定し解析する機器である（FGM 図 6−1,CGM

図 6-2）6)。 

 皮下間質液と血液中ではグルコース濃度に時間差が生ずる。皮下間質液グル

コース濃度は血糖値よりも遅れて変動するため15分程度過去の血糖値を見てい

ると言える。持続血糖モニターは SMBG 同様、正確な血糖値を知ることが目的

ではなく、血糖値の日内変動をモニタリングすることが目的である（図 6−3，6−

4）。リアルタイムに判断を要する低血糖時や体調不良時は SMBG 機器や POCT 機器

にて血糖測定を行うことが重要である。 

 

（図 6−1）アボット社 フリースタイルリブレ 

 

 

（図 6−2）メドトロニック iPro2 

  

Enlite sensor 
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（図 6−3）健常人の血糖パターンの例 

 

（図 6−4）１型糖尿病患者の血糖パターンの例 

 

 

6-2．持続血糖モニターの利用 

 持続血糖モニターは 2010 年 3 月より施設基準に適合し届け出た糖尿病を専門

とする保険医療機関において保険点数が算定可能となった。1 型糖尿病患者を中

心に、血糖コントロールが不安定な 2 型糖尿病患者に対しても入院・外来で実

施している。 

DST の院内ラウンドの際に他科入院中患者の術前術後の血糖コントロール目

的に用いる場合もある。利用する場合には DST へのコンサルトをお願いしたい。  

また 2017 年 9 月より、患者用 FGM が血糖自己測定として主に 1 型糖尿病患者で

使用可能となった。 

 

●持続血糖モニターのメリット 

・血糖変動をモニターしながら、治療法やインスリン量を変更できる 

・インスリン注射の導入やＣＳＩＩ（インスリンポンプ）の導入時のインスリン量の調整が厳

格にできる 
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・重篤な低血糖イベントの減少、ＳＭＢＧでは見つけられなかった食後高血糖への対

応 

・より耐糖能正常者に近い血糖コントロールの実現 

・曲線で得られる血糖値の増減は、患者に血糖の日内変動や食後高血糖、低血糖な

どをよりリアルに認知してもらうことができる⇒初期教育に有用 

・患者の目に見える形で血糖コントロールやインスリン量の決定の過程を理解してもら

える 

⇒根拠に基づいた治療計画の策定 

 

●持続血糖モニターのデメリット 

・穿刺の痛み、常に装着していることの違和感 

・機種によっては、１日に４回以上血糖測定をして補正する必要があるので手間がか

かる 

・入院で行った場合、普段の生活（運動量・食事など）を反映できていない場合が多い 

 

6-3．SAP 療法 

 SAP（Sensor Augmented Pump）療法とは、持続血糖モニター連動式インスリン

ポンプを使用するインスリン持続注入法（図 6−5）であり、血糖値に応じて低値・

高値の予測アラートを鳴らしたり、近年では低血糖時に自動停止する機能を持

ち合わせている。近年の持続インスリン注入法の進歩は、限りなく人工膵臓の

領域に近づいていると言える。 

（図 6−5） 
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